
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
所
蔵
の
「
源
氏
の
ゆ
ら
い
」
は
、
源
氏
物
語
の
作
者
・
紫
式
部
の
経
歴
・
女
房
名
の
由
来
・
墓
所
・

石
山
寺
伝
説
・
観
音
化
身
説
・
物
語
の
効
用
・
物
語
の
賞
美
な
ど
を
一
巻
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
自
体
は
、
鎌
倉
中
期
以
降
の

成
立
と
さ
れ
て
い
る
「
伝
為
氏
筆
源
氏
古
系
図
」
の
序
文
や
（
池
田
亀
鑑
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
序
文
は
「
別
に
一
巻
に
ま
と
め
た

り
、
他
の
本
に
合
載
さ
れ
た
り
し
て
多
数
行
は
れ
て
い
る
」
（
１
）
と
さ
れ
て
い
る
）
、
鎌
倉
末
期
か
ら
室
町
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
「
河
海

抄
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
注
釈
書
の
〈
料
簡
〉
な
い
し
は
く
総
論
〉
相
当
部
分
、
さ
ら
に
は
室
町
中
期
頃
に
成
立
し
た
『
源
氏
大
鏡
」
の

序
、
ま
た
石
山
寺
伝
説
を
記
し
た
源
氏
物
語
の
入
門
言
や
梗
概
耆
等
で
、
し
ば
し
ば
み
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

調
査
報
告
九
十
一

｜
解
題

文
芸
資
料
研
究
所
所
蔵

「
源
氏
の
ゆ
ら
い
」
解
題
・
影
印
・
翻
刻上

野
英
子
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た
だ
し
該
書
の
場
合
、
女
性
向
け
に
七
五
調
の
律
文
形
式
で
ま
と
め
、
そ
し
て
独
立
し
た
一
巻
と
し
て
清
書
し
て
い
る
こ
と
、
代
表
的

な
注
釈
書
に
記
さ
れ
た
通
行
の
説
と
は
異
な
っ
た
記
述
も
散
見
す
る
こ
と
等
に
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
本
文
中
に
「
：
・
く
わ
ん
こ

う
の
初
つ
く
り
出
元
和
の
け
ふ
に
い
た
る
ま
て
を
よ
そ
六
百
十
余
年
…
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
立
は
元
和
年
間
と
思
わ
れ
る
。

現
在
、
管
見
に
入
っ
た
諸
本
は
該
耆
以
外
に
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
氏
之
作
為
』
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
「
源
氏
抄
』
、
東
海
大
学

桃
園
文
庫
所
蔵
「
源
氏
ノ
蓋
一
の
三
本
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
耆
名
が
異
な
る
の
で
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
こ
れ
ら
を
総
称
す
る
場
合
に
は

記
号
付
き
の
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
と
し
て
記
述
を
進
め
た
い
。

一
聿
冒
圭
一
叱
一

（
二
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
『
源
氏
の
ゆ
ら
と

・
誰
木
箱
入
り
。
写
一
軸
（
木
軸
）
。

・
紺
無
地
紙
表
紙
。
表
紙
寸
法
、
縦
約
一
八
・
二
糎
×
横
約
一
四
・
九
糎
。
外
題
無
し
。
押
竹
有
り
。
若
草
色
紐
付
き
（
爪
無

金
箔
銀
砂
子
散
ら
し
見
返
し
。
本
文
料
紙
は
、
裏
表
と
も
雲
母
引
き
空
押
布
目
地
模
様
鳥
の
子
紙
。

紙
高
一
八
・
二
糎
。
紙
幅
約
四
三
八
・
二
糎
（
表
紙
幅
一
四
・
九
糎
。
以
下
九
紙
を
継
ぐ
。
第
一
紙
幅
五
一
・
二
糎
。
第
二
～

第
八
紙
ま
で
各
五
一
・
六
糎
。
第
九
紙
二
・
○
糎
）
。

内
題
「
源
氏
の
ゆ
ら
い
」
。
本
文
冒
頭
行
の
字
数
一
四
字
。
各
紙
平
均
二
六
行
程
度
。
全
冊
一
筆
。

奥
書
・
蔵
書
印
・
後
代
書
き
入
れ
無
し
。
美
装
本
。

平
成
十
六
年
に
大
屋
書
房
よ
り
購
入
。

し
、一
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（
’
一
一
）

（
一
一
）

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
『
源
氏
抄
』
（
特
別
／
へ
／
１
２
／
４
５
６
６
）

・
誹
畉
入
り
。
写
本
合
一
冊
（
前
半
は
文
章
形
式
の
源
氏
系
図
で
、
所
謂
『
源
氏
系
図
小
鑑
」
と
仮
称
さ
れ
て
い
る
本
の
略
系
統

本
。
後
半
が
該
耆
と
一
致
す
る
）
。

・
袋
綴
（
四
孔
・
紺
色
糸
）
。
見
返
し
白
紙
。
前
後
遊
紙
各
一
丁
。

・
丹
表
紙
。
表
紙
寸
法
、
縦
二
七
・
三
×
横
十
九
・
四
糎
。
表
紙
中
央
に
「
源
氏
抄
」
と
呈
害
（
本
行
と
同
筆
か
）
。

蓬
左
文
庫
蔵
『
源
氏
之
作
為
」
（
２
／
２
１
）

・
写
本
一
冊
。
列
帖
装
（
四
孔
・
朱
色
糸
）

・
空
押
布
目
地
模
様
紺
色
紙
表
紙
（
虫
孔
よ
り
み
て
後
補
表
紙
か
）
・
表
紙
寸
法
、
縦
二
一
・
二
×
横
一
四
・
九
糎
。

・
表
紙
左
肩
に
白
地
に
青
の
二
流
し
模
様
書
題
叢
貼
付
。
題
簑
寸
法
、
縦
一
四
・
一
×
横
二
・
九
糎
。
題
字
「
源
氏
之
作
為
」

内
題
無
し
。
片
面
九
行
×
一
行
一
八
字
内
外
。
全
冊
同
筆
㈲

蔵
書
印
「
［

文
正
方
印
）

後
代
言
き
入
れ
無
し
。

内
題
無
し
。

奥
書
無
し
。

本
文
料
紙
楮
紙
。

見
返
し
白
紙
。
前
後
遊
紙
各
一
丁
。
本
文
料
紙
、
雲
母
引
き
鳥
の
子
。
一
部
虫
損
補
修
済
み
。

内
題
無
し
。
片
面
九
行
×
一
行
一
八
字
内
外
。
全
冊
一
筆
。

（
本
行
と
は
別
筆
）
。

「
尾
府
内
庫
図
耆
」
（
単
郭
朱
文
正
方
印
、
尾
張
藩
二
世
徳
川
光
友
以
後
に
用
い
ら
れ
た
印
）
「
蓬
左
文
庫
」
（
単
郭
朱
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へ

四
一

・
前
半
部
奥
書
「
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
極
月
日
更
記
作
」
（
２
－
。
後
半
部
奥
書
「
元
和
拾
年
（
一
六
二
四
）
二
月
日
」

・
前
半
に
朱
睾
書
き
入
れ
、
後
半
に
墨
筆
書
き
入
れ
有
り
。

・
蔵
書
印
「
中
村
」
（
単
郭
朱
文
小
型
丸
印
。
早
稲
田
大
学
教
授
中
村
俊
定
氏
の
印
。
昭
和
四
五
年
五
月
に
該
書
を
早
稲
田
大
学

に
寄
贈
）
。
「
早
稲
田
文
庫
」
（
単
郭
朱
文
長
方
印
）
。

東
海
大
学
桃
園
文
庫
蔵
『
源
氏
ノ
義
」
（
一
二
一
七
）

・
峡
入
り
。
写
本
合
一
冊
（
前
掲
早
稲
田
本
と
同
じ
）
。

・
袋
綴
（
四
孔
・
緑
色
糸
）
。
見
返
し
白
紙
。
前
後
に
遊
紙
無
し
。

・
菱
繋
ぎ
地
に
大
輪
の
花
を
あ
し
ら
っ
た
空
押
薄
繧
色
紙
表
紙
。
表
紙
寸
法
、
縦
二
七
・
四
×
横
一
八
・
九
糎
。
表
紙
中
央
左
寄

り
に
「
源
氏
ノ
義
作
者
不
知
」
と
呈
耆
（
後
代
の
筆
か
）
。

蔵
書
印
「
忠
衡
文
庫
」
（
単
郭
朱
文
正
方
印
。
大
家
忠
衡
の
印
か
）
「
池
田
氏
蔵
書
」
（
複
郭
朱
文
長
方
印
）
。

識
語
「
大
正
五
年
三
月
東
京
両
国
美
術
倶
楽
部
古
書
籍
展
覧
会
二
於
求
之
／
大
矢
忠
衡
」
（
後
見
返
し
）

江
戸
初
期
の
書
写
か
。
虫
損
・
破
損
箇
所
あ
り
。

り
に
「
源
氏
ノ
義
作
者
不
猯

本
文
料
紙
楮
紙
。
全
三
二
紙
。

内
題
無
し
。
片
面
一
○
行
×

前
半
部
奥
書
「
慶
長
十
八
年

前
半
に
朱
墨
書
き
入
れ
、
後
北

つ
0

片
面
一
○
行
×
一
行
二
一
字
内
外
。
全
冊
同
筆
。

「
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
極
月
日
更
記
作
」
。
後
半
部
奥
書
「
元
和
拾
年
（
一
六
二
四
）
二
月
日
」

害
き
入
れ
、
後
半
に
墨
筆
書
き
入
れ
有
り
。
睾
筆
書
き
入
れ
は
前
掲
早
稲
田
本
の
そ
れ
よ
り
も
振
り
仮
名
が
目
立
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〔
本
文
分
析
一

さ
て
こ
れ
ら
の
四
本
は
、
写
本
の
体
裁
上
、
『
源
氏
系
図
小
鑑
」
と
合
冊
に
な
っ
て
い
る
早
稲
田
本
・
東
海
大
本
グ
ル
ー
プ
と
、
単
独

で
書
写
さ
れ
た
実
践
本
・
蓬
左
文
庫
本
グ
ル
ー
プ
と
に
分
類
で
き
る
。

な
お
こ
の
『
源
氏
系
図
小
鑑
」
と
は
い
わ
ゆ
る
源
氏
物
語
の
文
章
系
図
の
こ
と
で
、
こ
の
書
名
は
諸
本
の
外
題
が
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、

稲
賀
敬
二
氏
が
命
名
し
た
も
の
で
あ
る
。
池
田
亀
鑑
氏
に
よ
れ
ば
永
正
頃
の
写
本
が
あ
る
こ
と
か
ら
室
町
中
期
の
成
立
（
３
）
、
稲
賀
氏
に
よ

れ
ば
天
理
図
書
館
蔵
『
源
氏
巨
細
」
と
の
関
連
で
、
応
仁
の
乱
前
後
の
十
五
世
紀
中
頃
ま
で
遡
る
－
４
）
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
同
じ
「
源
氏

〈
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
は
四
本
と
も
、
本
文
中
に
次
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

・
実
践
本
「
く
わ
ん
こ
う
の
初
つ
く
り
出
元
和
の
け
ふ
に
い
た
る
ま
て
を
よ
そ
六
百
十
余
年
」

・
蓬
左
文
庫
本
「
く
わ
ん
こ
う
の
は
し
め
つ
く
り
い
で
元
和
の
け
ふ
に
い
た
る
ま
て
を
よ
そ
六
百
十
四
年
」

・
早
稲
田
本
「
く
は
ん
こ
う
の
は
し
め
つ
く
り
い
て
元
和
の
け
ふ
に
至
る
ま
て
お
よ
そ
六
百
十
よ
年
」

げ
ん
な

・
東
海
本
「
く
わ
ん
こ
う
の
は
し
め
つ
く
り
い
で
元
和
の
け
う
に
い
た
る
ま
で
お
よ
そ
六
百
十
よ
れ
ん
」

こ
の
う
ち
「
六
百
十
四
年
」
と
す
る
蓬
左
文
庫
本
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
成
立
は
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
但
し
残
る
三
本
は
「
四
」
を
「
余
」
あ
る
い
は
「
よ
」
と
し
て
お
り
、
断
定
は
で
き
な
い
。
一
方
、
早
稲
田
本
と
東
海
大
本
に
は

「
元
和
拾
年
二
六
二
四
）
二
月
日
」
と
い
う
奥
耆
が
あ
る
（
同
年
二
月
三
十
日
に
寛
永
と
改
元
）
。
し
か
し
こ
れ
を
成
立
年
代
と
み
る

、
、

と
、
元
和
十
年
は
寛
弘
元
年
よ
り
六
二
○
年
目
に
あ
た
る
こ
と
に
な
り
、
「
六
百
十
よ
年
」
と
す
る
本
文
と
齪
齢
が
生
じ
て
し
ま
う
。
「
元

和
拾
年
」
は
成
立
年
次
で
は
な
く
、
書
写
し
た
年
次
（
し
か
も
原
本
成
立
後
ほ
ど
な
く
し
て
の
書
写
年
次
）
と
判
断
し
た
方
が
よ
さ
そ
う

で
あ
る
。
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系
図
聞
耆
』
諸
本
で
も
、
例
え
ば
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
き
、
が
き
」
の
よ
う
に
、
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
が
付
い
て
い
な
い
本
文
も

と
も
あ
れ
、
〈
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
冒
頭
部
分
を
例
に
、
四
本
の
仮
名
遣
い
や
漢
字
平
仮
名
表
記
法
の
状
況
を
確
認
し
て
み
る
と
、
実
践

本
と
蓬
左
文
庫
本
の
場
合
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

坐
伶
吻
フ
（
》
。

右
に
実
践
本
、
左
に
蓬
左
文
庫
本
を
併
記
し
、
表
記
法
や
仮
名
遣
い
の
異
同
箇
所
に
傍
線
、
本
文
の
異
文
箇
所
に
二
重
傍
線
を
施
し
て

む姫I
1

す

め

にに

かか

む
ら
さ
き
式
部
か
父
な
れ
や
そ
の
人
源
氏
を
つ
く
り
出
こ
ま
か
な
る
こ
と
は
か
り

む
ら
さ
き
式
部
か
ち
ゞ
な
れ
や
そ
の
人
け
ん
し
を
つ
く
り
い
で
こ
ま
か
な
る
こ
と
ば
か
り

か
く
へ
き
こ
と
な
ら
す
と
ほ
ん
ふ
の
あ
さ
き
う
た
か
ひ
也

か
く
へ
き
事
な
ら
ず
と
ぼ
む
ぶ
の
あ
さ
き
う
た
が
ひ
な
り

（
実
践
本
）

（
蓬
左
文
庫
本
）

せ
た
る
な
と
謎

せ
た
る
な
と
謎

今
は
む
か
し
ゑ
ち
せ
ん
の
か
み
為
時
と
て
才
覚
ゆ
ふ
に
や
さ
し
き
は

今
は
む
か
し
越
前
の
か
み
た
め
と
き
と
て
さ
い
か
く
ゆ
う
に
や
さ
し
き
は

か
の
う
治
の
大
納
の
物
語
に
み
へ
た
る
は
女
の

か
の
う
ぢ
の
大
納
言
の
物
語
に
見
え
た
る
は
お
ん
な
の
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お
い
た
が
、
一
見
し
て
明
か
な
如
く
、
僅
か
な
文
章
の
中
で
も
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
。
表
記
法
や
仮
名
遣
い
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
任
意
に

記
し
て
お
り
、
両
本
間
に
直
接
的
な
耆
承
関
係
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
早
稲
田
本
と
東
海
大
本
の
場

合
に
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

実
践
本
・
蓬
左
文
庫
本
の
場
合
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
両
本
の
類
似
性
は
明
か
だ
ろ
う
。
合
冊
と
い
う
体
裁
の
み
な
ら
ず
、
仮
名
遣
い

や
表
記
法
の
面
で
も
、
早
稲
田
本
と
東
海
大
本
と
は
近
似
し
て
い
る
。
で
は
共
通
異
文
と
い
う
点
で
は
ど
う
か
、
総
体
的
に
見
て
四
本
間

害
へ
き
事
な
ら
す
と
ほ
ん
ぶ
の
あ
さ
き
う
た
が
ひ
也

言
へ
き
こ
と
な
ら
す
と
ぼ
ん
ふ
の
あ
さ
き
う
た
か
ひ
也

む
す
め
に
か
ゞ
せ
た
る
な
と
蚤
彼
宇
治
の
大
納
言
の
物
か
た
り
に
見
え
た
る
は
お
ん
な
の

む
す
め
に
か
秘
せ
た
る
な
ど
麓
彼
宇
治
の
大
納
言
の
物
か
た
り
に
見
え
た
る
は
お
ん
な
の

む
ら
さ
き
式
部
か
ち
国
な
れ
や
そ
の
人
源
氏
を
つ
く
り
い
て
こ
ま
か
成
事
斗

む
ら
さ
き
し
き
ぶ
か
ち
風
な
れ
や
そ
の
入
げ
ん
し
を
つ
く
り
い
て
こ
ま
か
な
る
事
ば
か
り

（
早
稲
田
本
）
今
は
昔
越
前
守
た
め
と
き
と
て
さ
い
か
く
ゆ
ふ
に
や
さ
し
き
は

（
東
海
大
本
）
今
は
昔
越
前
守
た
め
と
き
と
て
さ
い
か
く
ゆ
ふ
に
や
さ
し
き
は
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に
さ
し
て
目
立
っ
た
異
同
は
な
い
の
だ
が
、
な
か
に
は
次
表
の
よ
う
な
共
通
異
文
が
抽
出
で
き
た
。
な
お
実
践
本
の
頭
に
振
っ
た
番
号

は
、
当
該
本
文
が
記
さ
れ
た
実
践
本
の
行
番
号
で
あ
る
（
詳
細
は
、
後
述
「
二
影
印
・
翻
刻
」
を
参
照
）
。

行
番
号

い
ず
れ
も
実
践
本
と
蓬
左
文
庫
本
が
一
致
し
、
早
稲
田
本
と
東
海
大
本
に
対
立
し
た
例
で
あ
る
。

こ
う
し
た
共
通
異
文
の
あ
り
よ
う
か
ら
み
て
、
早
稲
田
本
と
東
海
大
本
の
間
に
は
直
接
的
な
書
承
関
係
が
あ
っ
た
か
、
少
な
く
と
も
両

2041701571511421401291201191192766]

を
り
い
さ
せ
給
ひ

誠
に

よ
し
成
公
の

内
て
ん
外
て
ん
に

亦
有
亦
空
門

非
有
非
空
門
の

い
ん
の

し
ん
殿

八
千
度

二
夫

女
の
ま
な
は
ん
に

こ
う
し
の
春
秋
に

（
奥
書
な
し
）

実
践
本 早

独

本

蓬
左
文
庫
本

お
り
居
さ
せ
給
ひ

誠
に

よ
し
な
り
こ
う
の

な
い
で
ん
げ
で
ん
に

亦
有
亦
空
門

非
有
非
空
門
の

い
ん
の

し
ん
て
ん

八
千
度

二
夫

女
の
ま
な
は
ん
に

こ
う
し
の
春
秋
に

（
奥
耆
な
し
）

次
ふ

ま
欺

女
の
は
な
ば
ん
に

充
馨
い
で
ん
砕
叩
て
ん

を
り
ゐ
給
ひ

誠よ
し
な
り
き
や
う
の

ひ
う
ひ
で
、
や
７
の

く
に

ゐ
ん
の

ね
ま

し
ん
て
ん

八
せ
ん
と

や
ち
た
ひ

や
く
、
う
や
で
、
で
、
う

こ
津
う
し
の
さ
て
ん
に

元
和
拾
年
二
月
日

早
稲
田
本

善合
口

冊
本

を
り
ヰ
給
ひ

誠よ
し
な
り
卿
の

な
い
で
ん
け
で
ん

や
く
う
や
く
く
う

非
有
非
空
の

く
に

ゐ
ん
の

ね
ま

し
ん
て
ん

八
せ
ん
と

や
ち
た
ひ

じ次
ふ

ま
歎

女
の
は
な
ば
ん
に

こ
う
し
の
さ
で
ん
に

元
和
拾
年
二
月
日

東
海
大
本
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九十一文芸資料研究所所蔵I源氏のゆらい」解題・影印・翻刻

本
は
同
じ
底
本
を
写
し
た
と
判
断
で
き
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
底
本
は
、
奥
書
の
有
無
、
ま
た
「
春
秋
』
を
「
さ
で
ん
（
左
氏
春
秋
）
」

と
い
う
注
釈
書
名
に
し
て
い
る
点
等
か
ら
み
て
、
単
独
で
耆
写
さ
れ
た
実
践
本
や
蓬
左
文
庫
本
の
底
本
と
は
別
の
本
文
だ
っ
た
可
能
性
が

強
い
よ
う
で
あ
る
。

実
践
本

四
本
の
関
係
を
以
上
の
よ
う
に
押
さ
え
た
上
で
、
最
後
に
、
実
践
本
の
位
相
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
次
に
あ
げ
る
の
は
、
四
本
の
主
立

っ
た
独
自
異
文
の
例
で
あ
る
。
猶
、
行
番
号
は
前
表
と
同
様
、
実
践
本
の
そ
れ
で
あ
る
。

行
番
号85655753524136 292265

或
説
に
（
実
）

一
泉
全
天
）

を
わ
し
ま
す
か
（
実
）

い
つ
く
し
き
物
に
（
実
）

座
せ
ん
し
給
ふ
を
（
実
）

有
け
る
を
（
実
）

た
て
ま
つ
り
し
（
実
）

姫
に
（
実
）

大
納
（
実
）

み
た
う
の
く
わ
ん
（
実
）

我
ゆ
か
り
也
と
（
実
）

独
自
異
文

む
す
め
に
（
蓬
・
早
・
東
）

大
納
言
（
蓬
・
早
・
東
）

み
だ
う
の
く
わ
ん
ば
く
（
蓬
・
東
）
み
だ
う
の
く
は
ん
は
く
（
早
）

我
ゆ
か
り
な
り
あ
わ
れ
み
た
ま
へ
と
（
蓬
）
わ
か
ゆ
か
り
成
あ
は
れ
み
給
へ
と
（
早
）

わ
か
ゆ
か
り
な
り
あ
は
れ
み
給
へ
と
（
東
）

あ
る
せ
つ
に
は
（
蓬
・
早
・
東
）

京
ご
く
（
蓬
）
京
極
（
早
）
京
こ
ぐ
（
東
）

ま
し
ま
す
が
（
蓬
）
ま
し
ま
す
か
（
早
・
東
）

い
つ
く
し
き
も
の
に
お
も
ほ
し
（
蓬
）
Ｉ
い
つ
く
し
き
も
の
に
お
も
ほ
し
て
（
旱
・
東
）

さ
せ
ん
し
給
ふ
を
（
蓬
・
早
・
東
）

れ
鰍

あ
り
け
る
に
（
蓬
）
有
け
る
に
（
東
）
ｌ
有
け
る
は
（
早
）

た
て
ま
つ
れ
ば
（
蓬
・
東
）
奉
れ
は
（
早
）

二迄

目白

本
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東
海
大
本

蓬
左
文
庫
本

早
大
本

177117
上IⅡ上土些14814798938679 165101928382197

は
ん
し
や
（
早
）

権
大
納
言
き
せ
い
に
（
早
）

す
へ
て
（
早
）

し
ゆ
じ
や
う
の
（
早
）

こ
れ
皆
（
早
）

我
身
を
た
に
も
た
ぬ
（
早
）

お
ぼ
し
出
て
（
蓬
）

と
（
・
か
き
）
そ
む
る
（
蓬
）

ほ
う
な
う
い
た
し
け
る
よ
し
を
（
蓬
）

五
常
の
道
也
（
蓬
）

あ
さ
か
ら
ぬ
（
蓬
）

ま
う
け
ん
の
（
実
）

毫
の
あ
と
（
実
）

あ
く
鍬

て
う
路
く
し
給
つ
、
（
東
）

は
ん
に
や
（
実
・
蓬
・
東
）

か
う
ぜ
い

権
大
納
言
行
成
に
（
実
）
権
大
納
言
か
う
ぜ
い
に
（
蓬
）
権
大
納
言
行
成
に
（
東
）

す
へ
て
此
（
実
・
蓬
）
す
へ
て
こ
の
（
東
）

げ
詮
し
ゆ
し
や
う
の
（
実
）
下
げ
し
ゆ
し
や
う
の
（
蓬
）
げ
げ
し
ゆ
じ
や
う
の
（
東
）

是
ま
た
（
実
）
こ
れ
又
（
蓬
・
東
）

我
身
を
た
も
た
ぬ
（
実
・
東
）
我
か
身
を
た
も
た
ぬ
（
蓬
）

思
召
出
て
（
実
）
お
ほ
し
め
し
い
て
、
（
早
・
東
）

と
あ
り
（
実
・
東
）
と
有
（
早
）

ほ
う
な
う
し
奉
る
よ
し
（
実
）
ほ
う
な
ふ
し
た
て
ま
つ
る
由
（
早
・
東
）

五
常
の
道
（
実
）
五
し
や
う
の
道
（
早
）
五
じ
や
う
の
道
（
束
）

浅
か
ら
ん
（
実
）
あ
さ
か
ら
ん
（
早
・
東
）

ゆ
う
け
ん
の
（
蓬
・
早
・
東
）

筆
の
う
み
（
蓬
・
早
・
東
）

て
う
あ
く
し
給
は
斑
（
実
・
蓬
．
早
）

rー81
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九十一文芸資料研究所所蔵「源氏のゆらい」解題 影印・翻刻

そ
れ
ぞ
れ
に
小
異
は
あ
る
も
の
の
、
四
本
中
実
践
本
は
最
も
独
自
異
文
が
多
い
。
こ
と
に
欠
字
・
欠
文
に
よ
る
も
の
が
目
立
つ
。
実
践

本
は
き
れ
い
に
書
写
さ
れ
た
美
装
本
だ
が
、
内
容
自
体
は
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
だ
け
に
、
書
写
者
の
不
注
意
が
原
因
か
と
思
わ
れ
る
小
異

が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

を
項
目
順
に
挙
げ
て
み
よ
う
《

〔
内
容
上
の
特
色
］

《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
は
文
中
、
紫
式
部
の
墓
所
は
雲
林
院
に
あ
る
と
す
る
く
だ
り
で
「
さ
れ
は
む
ら
さ
き
式
部
名
も
、
そ
の
ほ
と
り
の

ゆ
う
閑
に
兼
て
心
や
し
め
け
ん
と
、
せ
う
よ
う
院
の
の
給
ふ
也
」
と
説
い
て
い
る
。
「
せ
う
よ
う
院
」
と
は
三
条
西
実
隆
の
こ
と
だ
ろ
う

が
、
し
か
し
こ
の
一
文
は
既
に
『
河
海
抄
」
に
雲
林
院
の
展
開
で
「
か
ね
て
よ
り
紫
野
雲
林
院
の
幽
閑
を
思
し
め
け
る
も
妾
ゆ
へ
あ
る
に

や
」
と
あ
り
、
そ
の
後
の
諸
注
も
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
の
で
、
実
隆
が
言
い
出
し
た
も
の
で
は
な
い
。
と
は
い
う
も
の
の
、
著
者
に
と

っ
て
は
道
遙
院
が
そ
の
説
を
支
持
し
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
重
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
一
語
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
室
町
時
代

の
源
氏
学
を
リ
ー
ド
し
た
三
条
西
家
の
影
響
は
、
本
書
の
中
に
も
確
実
に
流
れ
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
次
に
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
〉
の
構
成

３
紫
式
部
が
俗
姓
（
出
仕
）

４
紫
式
部
と
号
す
る
事
全

５
紫
式
部
の
墓
所
（
道
遙
吟

６
吻
語
刀
発
起
へ
石
山
士
江

１
源
氏
物
語
の
作
者
（
宇
治
大
納
言
物
語
の
為
時
作
者
説
を
否
定
）

２
紫
式
部
が
作
者
で
あ
る
こ
と
（
紫
式
部
日
記
・
順
徳
院
御
記
）

紫
式
部
と
号
す
る
事
（
或
説
・
清
輔
説
）

紫
式
部
の
墓
所
（
道
遙
院
説
）

物
語
の
発
起
（
石
山
寺
伝
説
）
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こ
の
よ
う
に
、
本
書
と
『
明
星
抄
」
と
の
関
係
は
、
前
半
で
近
づ
き
後
半
は
離
れ
、
か
つ
ま
た
源
氏
六
十
帖
説
、
大
般
若
経
奉
納
や
観

音
化
身
説
の
扱
い
等
に
お
い
て
、
合
理
性
を
重
視
し
た
注
釈
害
と
は
逆
に
源
氏
伝
説
を
強
く
打
ち
出
し
、
登
場
人
物
の
女
性
論
で
も
鋭
く

し
か
し
後
半
部
に
な
る
と
様
相
が
違
っ
て
く
る
。
例
え
ば
７
。
「
明
星
抄
」
で
は
５
の
最
後
に
「
又
云
作
者
観
音
化
身
也
と
云
々
」
－
５
）

と
、
或
説
扱
い
で
、
単
に
そ
う
い
う
説
も
あ
る
と
軽
く
流
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
で
は
自
説
と
し
て
多
く
の
文
言

を
費
や
し
て
い
る
。
８
は
趣
旨
こ
そ
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
仏
教
用
語
を
多
用
し
た
「
明
星
抄
』
の
難
解
な
記
述
よ
り
は
ず
っ
と
簡
略
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
、
部
分
抜
粋
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
た
全
面
的
に
書
き
直
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
更
に
９
の
源
氏
物
語
の
登
場
人
物
を

採
り
上
げ
て
の
具
体
的
な
女
性
論
も
ま
た
、
「
明
星
抄
』
に
は
無
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ｕ
は
著
者
の
結
語
だ
か
ら
、
当
然
『
明
星
抄
」
に

採
り
、
大
般
若
経
の
奉
納
券

な
お
こ
の
点
は
後
述
す
る
）
。

９
源
氏
物
語
女
性
論

岨
物
語
の
賞
美
（
鴨
長
明
・
藤
原
俊
成
）

ｕ
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
著
者
の
結
語

こ
の
う
ち
、
前
半
１
～
６
ま
で
と
後
半
皿
は
、
室
町
後
期
に
三
条
西
実
枝
が
ま
と
め
た
『
明
星
抄
」
と
の
共
通
性
が
強
い
よ
う
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
１
～
６
各
項
の
展
開
順
序
が
『
明
星
抄
」
の
順
序
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
し
、
内
容
的
に
も
同
抄
の
部
分
抜
粋
と
み
る
こ
と

が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
（
但
し
４
．
５
を
「
明
星
抄
」
で
は
５
．
７
．
４
の
順
と
す
る
。
ま
た
６
で
「
明
星
抄
』
が
源
氏
五
十
四
帖
説
を

採
り
、
大
般
若
経
の
奉
納
を
否
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
書
は
六
十
帖
説
を
採
り
奉
納
を
事
実
と
す
る
等
の
部
分
的
相
違
が
あ
る
。

は
無
い
。

８
大
意

７
観
音
化
身
説
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源
高
明
の
説
明
部
分
、
『
河
海
抄
」
の
場
合
は
安
和
の
変
の
主
人
公
に
細
か
な
説
明
は
不
要
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
、
単
に
「
西
宮
左

大
臣
」
と
の
み
記
し
て
あ
る
と
こ
ろ
を
、
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
で
は
「
か
う
め
い
こ
う
」
（
音
数
を
合
わ
せ
る
た
め
に
音
訓
み
し
た
も
の

対
立
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
更
に
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
は
七
五
調
を
中
心
に
律
文
形
式
で
ま
と
め
よ
う

と
し
て
い
る
点
で
も
『
明
星
抄
」
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
特
色
に
つ
い
て
具
体
的
に
触
れ
て
ゆ
く
。

初
め
に
、
本
書
が
七
五
調
を
中
心
に
し
た
律
文
形
式
の
文
体
を
も
つ
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
夙
に
中
野
幸
一
氏
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の

目
的
を
「
暗
論
す
る
に
便
な
ら
し
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
」
（
６
）
と
推
論
さ
れ
た
。
慧
眼
で
あ
ろ
う
。
試
み
に
、
物
語
の
発
端
と
し
て
有

名
な
高
明
左
遷
の
く
だ
り
を
『
河
海
抄
』
（
７
）
の
記
述
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
な
お
「
明
星
抄
」
で
は
「
此
物
語
の
起
り
に
付

て
説
々
あ
り
と
い
へ
と
も
、
河
海
等
に
し
る
せ
る
旨
尤
正
義
た
る
へ
し
」
と
し
て
、
以
下
上
東
門
院
へ
の
出
仕
、
大
斎
院
か
ら
の
依
頼
へ

と
展
開
す
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
『
河
海
抄
」
を
用
い
る
）
。

安
和
二
年
、
大
宰
権
帥
に
左
遷
せ
ら
れ
給
し
か
は

藤
式
部
お
さ
な
く
よ
り
な
れ
た
て
ま
つ
り
て
、

思
な
け
き
け
る
比
、

此
物
語
の
お
こ
り
に
説
々
あ
り
と
い
へ
と
も
、

西
宮
左
大
臣
、

河
海
抄

此
物
語
の
ほ
っ
た
ん
は
、

西
の
宮
の
左
大
臣
か
う
め
い
こ
う
と
申
せ
し
は
、
た
い
ど
の
み
こ
に
て
ま
し
ま
す
か
、

紫
式
部
お
さ
な
き
よ
り
い
つ
く
し
き
も
の
に
お
も
ほ
し
て
、
て
う
あ
ひ
あ
さ
か
ら
さ

り
つ
る
に

思
ひ
の
外
に
彼
お
と
ざ
だ
ざ
い
の
そ
つ
に
う
つ
さ
れ
て
、
ち
ん
ぜ
い
へ
さ
せ
ん
し
給
ふ
を

し
き
ふ
か
な
し
き
こ
と
に
し
て
、
ふ
か
き
思
ひ
も
む
ら
さ
き
の
し
た
に
こ
か
れ
て
な

け
く
比
、

《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
（
早
稲
田
本
）
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で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
う
作
り
替
え
た
ね
ら
い
は
何
か
と
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
、
読
者
層
に
婦
女
子
を
想
定
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
「
明

星
抄
』
と
の
乖
離
は
こ
こ
に
起
因
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
実
際
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
で
は
、
紫
式
部
は
観
音
の
化
身
で
あ
り
、

濁
世
に
現
れ
た
の
は
源
氏
物
語
を
作
る
た
め
で
あ
っ
た
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
紫
式
部
が
作
成
し
た
源
氏
物
語
は
、
「
も
つ
と
も
女
の
ま

な
は
ん
に
、
仏
法
世
法
の
み
ち
し
る
へ
、
何
か
は
是
に
ま
さ
る
へ
き
」
と
し
て
、
「
た
や
す
き
や
ま
と
こ
と
葉
」
で
人
生
の
真
実
が
綴
ら

れ
た
源
氏
物
語
こ
そ
、
真
名
文
字
に
う
と
く
難
解
な
経
典
類
を
読
め
な
い
婦
女
子
に
と
っ
て
、
仏
法
世
法
を
会
得
で
き
る
格
好
の
道
し
る

べ
で
あ
る
と
強
調
し
、
具
体
的
な
登
場
人
物
を
挙
げ
て
実
例
を
紹
介
す
る
。
即
ち
、
朧
月
夜
・
女
三
宮
・
浮
舟
を
「
心
か
ろ
き
に
て
我
身

を
た
も
た
ぬ
た
め
し
そ
と
、
の
ち
の
女
の
を
し
へ
な
り
」
と
評
し
、
逆
に
過
ち
を
犯
し
て
も
そ
の
後
出
家
し
た
空
蝉
や
薄
雲
女
院
、
最
後

（
マ
マ
）

ま
で
男
性
の
求
愛
を
拒
み
続
け
た
朝
顔
斎
院
・
宇
治
大
君
ら
に
つ
い
て
は
、
「
是
皆
、
善
あ
く
ふ
た
つ
の
道
を
、
は
き
ま
へ
よ
と
の
い
さ

ま
し
ま
す
か
」
と
長
文
化
し
て
い
る
。

左
遷
の
く
だ
り
で
も
、
「
河
海
抄
」

か
）
と
氏
名
を
あ
げ
、
醍
醐
天
皇
皇
子
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
。
ま
た
そ
の
文
章
も
、
「
西
の
宮
の
左
大
臣
高
明
の
お
と
“
は
、
醍
醐
の
皇

子
」
（
『
為
家
本
源
氏
古
系
図
」
序
文
）
と
記
す
だ
け
で
も
充
分
意
味
が
通
り
そ
う
な
と
こ
ろ
を
、
わ
ざ
わ
ざ
「
…
と
申
せ
し
は
、
：
．
に
て

左
遷
の
く
だ
り
で
も
、
「
河
海
抄
』
が
年
号
と
左
遷
の
事
実
の
み
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
で
は
肝
心
の
年
号

は
省
き
、
代
わ
り
に
「
だ
ざ
い
の
そ
つ
に
う
つ
さ
れ
て
、
ち
ん
ぜ
い
へ
さ
せ
ん
し
給
ふ
を
」
と
、
左
遷
の
事
実
を
言
い
換
え
て
強
調
し
て

い
る
。
さ
ら
に
式
部
が
悲
し
ん
だ
点
に
つ
い
て
、
「
河
海
抄
』
が
単
に
「
思
な
け
き
け
る
比
」
と
し
た
の
に
対
し
て
、
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》

で
は
「
ふ
か
き
思
ひ
も
、
む
ら
さ
き
の
し
た
に
こ
か
れ
て
、
な
け
く
比
」
と
文
学
的
な
言
い
回
し
に
な
っ
て
い
る
。
結
果
、
《
源
氏
の
ゆ

ら
い
》
の
文
章
は
長
文
化
し
た
が
、
流
れ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
を
獲
得
し
た
。
思
う
に
こ
れ
ら
は
、
注
釈
耆
流
の
堅
い
文
章
を
柔
ら
か
く
物

語
化
し
た
た
め
、
ま
た
覚
え
や
す
い
よ
う
暗
調
の
便
を
工
夫
し
た
た
め
の
結
果
か
と
思
わ
れ
る
。
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な
お
、
源
氏
物
語
関
係
書
で
律
文
形
式
で
ま
と
め
ら
れ
た
先
行
作
品
と
し
て
は
、
鎌
倉
時
代
の
成
立
と
さ
れ
て
い
る
伝
安
居
院
聖
覚
作

『
源
氏
物
語
表
白
」
が
有
名
で
あ
る
。
同
書
は
巻
名
を
詠
み
込
み
な
が
ら
五
七
調
を
主
と
し
て
展
開
し
、
そ
し
て
最
後
は
狂
言
綺
語
を
翫

ん
だ
罪
で
地
獄
に
堕
ち
た
紫
式
部
の
救
済
を
願
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
五
十
四
の
巻
名
を
詠
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
源
氏
物
語
全
体
を
網

羅
し
よ
う
と
し
、
法
会
の
席
上
仏
前
で
読
み
上
げ
る
も
の
な
の
で
、
リ
ズ
ム
の
あ
る
文
章
で
ま
と
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
期
せ
ず
し
て

そ
れ
が
後
代
の
読
者
に
と
っ
て
は
、
巻
名
を
覚
え
る
格
好
の
手
だ
て
と
な
り
、
謡
曲
『
源
氏
供
養
』
や
、
御
伽
草
子
の
「
源
氏
供
養
草

子
」
『
源
氏
供
養
物
語
』
『
石
山
物
語
」
等
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
要
因
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

室
町
末
期
頃
の
成
立
か
と
み
ら
れ
る
『
源
氏
文
字
鎖
』
も
同
様
で
あ
る
。
同
書
は
三
条
西
実
隆
作
と
も
後
光
明
院
作
と
も
さ
れ
て
い
る

作
品
だ
が
、
七
五
調
に
五
十
四
帖
各
巻
の
巻
名
を
詠
み
込
み
、
し
か
も
尻
取
り
形
式
で
ま
と
め
て
、
暗
調
し
や
す
く
作
ら
れ
て
い
る
。
実

際
、
版
本
の
賊
文
に
「
難
波
津
浅
香
山
の
む
か
し
を
恩
ひ
出
て
、
お
の
か
も
と
に
詣
て
来
て
手
習
ふ
女
子
の
、
せ
ち
に
の
そ
め
る
に
ま
か

せ
、
害
て
あ
た
へ
つ
魁
読
習
し
め
ぬ
る
。
：
」
－
９
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
和
歌
を
学
ぶ
婦
女
子
の
読
習
本
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

源
氏
物
語
の
登
場
人
物
た
ち
か
ら
教
訓
性
を
読
み
取
ら
せ
る
指
摘
は
、
源
氏
注
釈
害
の
類
に
は
乏
し
か
っ
た
が
、
南
北
朝
頃
に
は
成
立

し
て
い
た
か
と
さ
れ
る
「
め
の
と
の
さ
う
し
」
や
『
身
の
か
た
み
」
な
ど
の
教
訓
書
に
は
既
に
散
見
す
る
も
の
で
あ
る
（
８
）
。
よ
っ
て
本
書

は
、
注
釈
書
に
記
さ
れ
た
硬
く
難
解
な
源
氏
物
語
の
概
説
を
、
律
文
形
式
で
解
り
や
す
く
解
説
し
な
お
し
た
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
注

釈
書
の
類
で
は
影
を
潜
め
て
い
た
源
氏
伝
説
を
復
帰
さ
せ
、
か
つ
源
氏
物
語
か
ら
女
性
が
生
き
て
い
く
上
で
の
教
訓
を
読
み
と
る
べ
く
読

者
に
示
唆
し
た
、
女
性
の
た
め
の
源
氏
物
語
入
門
書
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

め
な
り
」
と
評
し
て
、
源
氏
物
語
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
の
生
き
様
を
紹
介
す
る
と
同
時
に
、
後
代
の
女
性
た
ち
へ
の
処
世
訓
へ
と
展
開

「一局
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と
す
る
ｃ
つ
ま
り
紫
式

を
の
べ
た
く
だ
り
で
も

こ
と
ほ
ど
さ
よ
う
に
源
氏
物
語
が
賞
美
さ
れ
、
時
代
と
共
に
享
受
層
も
拡
大
し
大
衆
化
が
進
む
に
に
つ
れ
て
、
源
氏
物
語
の
巻
名
や
系

図
を
、
読
み
や
す
い
律
文
形
式
に
ま
と
め
直
し
た
作
品
も
誕
生
し
て
い
っ
た
。
江
戸
初
期
元
和
年
間
の
成
立
で
あ
る
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》

も
ま
た
、
そ
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
但
し
同
じ
律
文
形
式
の
作
品
で
も
、
『
源
氏
物
語
表
白
」
『
源
氏
文
字
鎖
』
が
五

十
四
帖
説
に
拠
っ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
『
源
氏
系
図
小
鑑
」
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
は
六
十
帖
説
に
拠
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
こ
の
点
に
つ

あ
る
。
ま
た
巻
語

が
そ
う
で
、
同
耆

い
る
資
料
で
あ
る

：
四
も
ん
に
も
心
を
よ
せ
ん
な
か
だ
ち
と
て
、
此
物
語
の
六
拾
帖
す
な
わ
ち
て
ん
だ
い
の
六
十
巻
に
へ
う
せ
る
也
。

と
繰
り
返
し
て
い
る
。
尤
も
、
紫
式
部
と
い
う
女
房
名
の
由
来
に
つ
い
て
諸
説
を
紹
介
し
た
く
だ
り
で
は
、

…
又
或
説
に
、
此
女
五
拾
四
帖
の
そ
の
中
に
、
む
ら
さ
き
の
う
へ
の
御
こ
と
を
、
殊
に
す
く
れ
て
言
し
ゆ
へ
、
そ
の
名
あ
り
と

い
て
触
れ
て
お
く
。

《
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
で
は
石
山
寺
に
参
籠
し
、
琵
琶
湖
に
映
る
月
影
を
見
て
想
を
得
、
須
磨
・
明
石
か
ら
書
き
始
め
た
と
い
う
く
だ
り

ま
た
巻
名
以
外
に
、
源
氏
系
図
な
ど
も
、
律
文
形
式
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
が
あ
る
。
前
述
し
た
文
章
系
図
『
源
氏
系
図
小
鑑
」

で
、
同
耆
は
ま
た
蛍
兵
部
卿
の
子
孫
と
し
て
、
現
行
の
五
十
四
帖
に
は
見
え
な
い
巣
守
君
ら
を
挙
げ
て
い
る
点
で
も
注
目
さ
れ
て

（
マ
マ
）

ぞ
い
ひ
つ
と
ふ
。

・
そ
れ
よ
り
前
後
を
つ
く
り
そ
へ
、
六
十
帖
に
と
、
の
え
て
、
き
斎
の
宮
へ
た
て
ま
つ
り
し
。

シ
ま
り
紫
式
部
が
上
東
門
院
に
奏
上
し
た
源
氏
物
語
は
六
十
帖
だ
っ
た
と
断
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
物
語
執
筆
の
意
図
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と
、
五
十
四
帖
説
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
れ
は
「
或
説
」
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
源
氏
の
ゆ
ら
い
》
の
基

本
姿
勢
は
、
や
は
り
源
氏
六
十
帖
説
に
拠
っ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
を
四
辻
善
成
の
『
河
海
抄
」
に
求
め
て
い
る

の
だ
が
、
し
か
し
『
河
海
抄
」
の
当
該
箇
所
に
は
、

其
後
次
第
に
書
く
は
へ
て
五
十
四
帖
に
な
し
て
た
て
ま
つ
り
し
を
、
椎
大
納
言
行
成
に
清
書
せ
さ
せ
ら
れ
て
、
斎
院
へ
ま
い
ら

せ
ら
れ
け
る
に
、
法
成
寺
入
道
関
白
奥
書
を
加
ら
れ
て
…

と
あ
っ
て
、
「
河
海
抄
」
を
実
際
に
は
披
見
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
も
そ
も
源
氏
六
十
帖
説
は
、
平
安
末
期
の
「
源
氏
一
品
経
』
に
「
紫
式
部
之
所
制
也
。
為
巻
軸
六
十
巻
」
、
「
今
鏡
』
〈
作
り
物
語
の

ゆ
く
へ
〉
に
「
六
十
帖
な
ど
ま
で
作
り
給
へ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
二
世
紀
頃
に
は
既
に
流
布
し
て
い
た
説
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し

親
行
が
幕
府
に
献
上
し
た
河
内
本
が
五
十
四
帖
、
藤
原
定
家
が
家
の
証
本
と
し
て
書
写
し
た
青
表
紙
本
も
五
十
四
帖
、
さ
ら
に
は
注
釈
書

『
河
海
抄
」
が
は
っ
き
り
と
五
十
四
帖
説
を
打
ち
出
す
と
、
注
釈
学
に
お
け
る
大
勢
は
五
十
四
帖
で
固
ま
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
『
明
星

抄
」
も
無
論
、
石
山
寺
伝
説
の
く
だ
り
で
「
五
十
四
帖
に
な
し
て
奉
り
し
を
」
と
あ
る
。
但
し
「
大
意
」
の
項
目
の
末
尾
に
「
凡
此
五
十

四
帖
は
天
台
六
十
巻
に
比
す
と
云
」
と
い
う
文
言
を
加
え
た
結
果
、
源
氏
物
語
は
天
台
六
十
巻
に
な
ず
ら
え
て
作
成
さ
れ
た
、
し
か
し
紫

式
部
が
言
い
た
巻
数
は
五
十
四
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
『
明
星
抄
」
で

は
新
た
に
「
此
物
語
五
十
四
帖
冊
数
事
」
と
い
う
項
目
を
設
け
て
、

天
台
の
本
書
に
擬
す
と
い
ふ
也
。
然
ら
は
天
台
の
本
書
は
、
六
十
巻
な
り
。
今
の
物
語
は
五
十
四
帖
也
。
不
審
あ
る
に
似
た

り
。
さ
れ
ど
も
五
十
四
帖
に
て
六
十
巻
に
あ
た
れ
る
甚
深
の
義
有
由
。
故
寂
光
院
申
さ
れ
し
を
、
子
細
は
い
ま
た
尋
窮
め
す
。

六
十
巻
か
き
た
る
よ
り
も
か
へ
り
て
深
重
の
妙
理
あ
る
事
と
云
々
。
追
可
尋
記
也
。

天
台
六
十
巻
と
い
ふ
は
…
：
十
巻
づ
、
六
部
都
合
六
十
巻
也
。
さ
れ
ど
も
此
中
に
上
中
下
あ
ま
た
あ
り
て
、
七
十
巻
に
も
及
べ
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き
歎
。
さ
れ
ば
天
台
六
十
巻
と
い
へ
と
も
、
六
十
巻
を
出
た
れ
ば
、
五
十
四
帖
に
て
六
十
巻
を
含
め
る
理
も
あ
る
へ
し
。
又
外

典
の
俗
耆
の
中
に
も
冊
数
の
不
足
有
之
…
。

と
い
う
些
か
苦
し
い
説
明
を
施
し
て
い
る
。
だ
が
果
た
し
て
こ
の
説
明
で
万
人
が
納
得
し
た
か
ど
う
か
。
六
十
帖
説
が
な
お
も
命
脈
を
保

っ
た
一
因
は
そ
の
辺
り
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
加
え
て
御
伽
草
子
『
小
式
部
』
に
「
石
山
に
て
、
け
ん
し
六
十
く
わ
ん
を
つ
く

り
」
、
謡
曲
『
源
氏
供
養
』
に
も
「
わ
れ
石
山
に
籠
も
り
、
源
氏
六
十
帖
を
言
き
記
し
」
等
と
あ
る
よ
う
に
、
源
氏
物
語
を
と
り
ま
く
周

辺
文
化
圏
に
お
い
て
は
、
紫
式
部
が
石
山
寺
で
天
台
六
十
巻
に
よ
そ
へ
源
氏
六
十
帖
を
作
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
確
実
に
根
付
い
て
い

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
写
本
を
入
手
し
て
源
氏
物
語
を
一
読
し
た
こ
と
の
な
い
人
、
注
釈
言
を
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
人
々
の
間
で
は
、
む
し

ろ
六
十
帖
説
の
方
が
浸
透
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
う
し
た
流
れ
を
う
け
て
で
あ
ろ
う
、
室
町
時
代
の
『
源
氏
大
鏡
』
序
文
に
は

…
折
節
八
月
十
五
夜
の
月
、
湖
水
に
う
つ
り
て
、
心
す
み
わ
た
る
ま
、
に
、
物
語
の
風
情
空
に
う
か
び
け
る
を
か
き
は
じ
め
て
、

天
台
六
十
巻
に
へ
う
し
て
巻
の
数
を
さ
だ
め
、
桐
壺
よ
り
夢
の
浮
橋
に
い
た
れ
り
：
．
（
叩
）

と
あ
り
、
ま
た
江
戸
初
期
の
「
光
源
氏
一
部
之
歌
井
訶
」
に

。
：
お
り
か
ら
十
五
夜
の
月
、
水
海
の
お
も
て
に
う
か
ひ
て
あ
き
ら
か
な
る
を
見
て
、
式
部
か
心
も
す
み
や
か
に
な
り
て
、
か
く

の
こ
と
く
天
台
の
六
十
巻
に
へ
う
し
て
、
巻
の
数
を
六
十
帖
に
さ
た
め
、
巻
こ
と
に
名
を
か
へ
て
：
。
、
（
ｕ
）

神
宮
文
庫
蔵
『
源
氏
訶
知
」
〈
け
ん
し
の
も
く
ろ
く
〉
に

。
：
お
り
か
ら
十
五
夜
の
月
、
み
つ
う
み
の
お
も
て
に
う
か
ひ
、
く
ま
な
く
あ
き
ら
か
な
る
を
み
る
に
、
し
き
ふ
か
心
も
す
み
や

か
に
き
よ
く
な
り
し
か
は
、
か
く
の
こ
と
く
て
ん
た
ひ
六
十
く
わ
ん
に
よ
そ
へ
て
、
か
す
を
六
十
て
う
に
さ
た
め
、
ま
き
こ
と

に
な
を
か
へ
て
つ
く
れ
り
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と
あ
る
よ
う
に
、
源
氏
物
語
の
梗
概
害
・
啓
蒙
言
・
入
門
書
の
一
部
に
も
同
じ
よ
う
な
言
説
が
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
『
源
氏
訶
知
』
で
は
、
当
初
六
十
帖
で
あ
っ
た
は
ず
の
源
氏
物
語
が
な
ぜ
現
行
の
五
十
四
帖
に
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
し
め
は
六
十
て
う
な
り
し
か
、
す
ゑ
の
世
と
な
り
て
あ
ま
り
た
い
せ
つ
の
ま
き
な
り
と
て
、
六
て
う
す
ぐ
り
て
、
う
ち
の
ほ

う
さ
う
に
こ
め
ら
れ
し
か
は
、
い
ま
は
な
を
も
し
る
人
ま
れ
な
り
。
そ
の
ま
き
の
な
を
し
る
す
を
、
け
ん
し
の
も
く
ろ
く
と
い

ふ
な
り
。
一
き
り
つ
ほ
、
こ
は
は
木
き
・
：
二
五
ま
ほ
ろ
し
、
二
六
く
も
か
く
れ
、
こ
れ
よ
り
す
ゑ
六
て
う
は
、
う
ち
の
ほ
う
さ

う
に
こ
め
ら
れ
て
、
い
ま
の
よ
に
わ
た
ら
す
。

二
五
よ
り
二
七
に
う
つ
る
へ
し
。
二
七
か
ほ
る
ち
う
し
や
う
、
こ
の
ま
き
を
に
ほ
ふ
ひ
や
う
ふ
き
や
う
と
も
い
ふ
な
り
…
。

と
し
て
、
雲
隠
以
下
の
六
帖
（
巣
守
・
桜
人
・
法
の
師
・
ひ
は
り
子
・
八
橋
）
は
宇
治
の
宝
蔵
に
収
め
ら
れ
て
今
の
世
に
伝
わ
ら
な
い
と

い
う
解
説
ま
で
付
け
て
い
る
（
吃
）
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
《
源
氏
の
ゆ
ら
い
〉
に
は
、
「
河
海
抄
」
『
明
星
抄
」
と
い
っ
た
所
謂

〈
正
統
派
源
氏
学
〉
か
ら
の
流
れ
が
ひ
と
つ
。
ま
た
源
氏
伝
説
・
教
訓
書
な
ど
と
い
っ
た
、
前
者
を
〈
正
統
〉
と
す
る
な
ら
ば
〈
異
端
〉

も
し
く
は
〈
周
辺
源
氏
文
化
〉
か
ら
の
流
れ
が
一
つ
。
こ
の
二
つ
の
水
脈
が
流
れ
込
ん
で
い
る
と
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

、、

)干
〆へ、／へ

21
、－〆、一

池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
」
巻
七
〈
研
究
資
料
篇
〉
ｐ
一
八
三
（
昭
和
四
六
年
中
央
公
論
社
）

諸
氏
こ
れ
を
「
交
記
作
」
と
す
る
が
、
「
更
記
作
」
と
よ
む
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
但
し
「
更
記
」
と
読
ん
で
も
、

こ
の
人
物
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
中
野
幸
一
「
翻
刻
「
源
氏
抄
」
」
昭
和
四
四
年
六
月
早
大
国
文
学
会
「
国
文
学
研

究
」
四
○
輯
所
収
）
。
「
源
氏
物
語
古
注
釈
叢
刊
第
五
巻
く
源
氏
抄
〉
」
（
昭
和
五
七
年
武
蔵
野
書
院
）
。
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
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物
語
事
典
下
』
〈
注
釈
書
解
題
〉
「
源
氏
系
図
」
項
（
昭
和
五
八
年
東
京
度
出
版
）
。
稲
賀
敬
二
「
源
氏
系
図
小
鑑
類
の
成
立
」

（
『
源
氏
物
語
の
研
究
ｌ
成
立
と
伝
流
Ｉ
（
増
訂
版
）
」
（
昭
和
五
八
年
笠
間
言
院
）
等
参
照
の
こ
と
。

（
３
）
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語
事
典
上
』
（
唱
和
五
八
年
東
京
堂
出
版
）
所
収
「
注
釈
書
解
題
」
の
〈
源
氏
系
図
〉
項
。

（
４
）
稲
賀
敬
二
「
源
氏
系
図
小
鑑
類
の
成
立
」
（
昭
和
五
八
年
笠
間
書
院
刊
『
源
氏
物
語
の
研
究
ｌ
成
立
と
伝
流
ｌ
」
所
収
）
。

（
５
）
引
用
は
「
源
氏
物
語
古
注
釈
叢
刊
第
四
巻
』
（
昭
和
五
五
年
武
蔵
野
書
院
刊
）
に
よ
っ
た
。
但
し
句
読
点
は
稿
者
。
以
下

（
９
）
引
用
は
、
大
空
社
『
往
来
物
大
系
」
所
収
本
に
よ
っ
た
。
但
し
句
読
点
は
稿
者
。

（
皿
）
引
用
は
「
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
三
〈
源
氏
物
語
上
〉
』
（
昭
和
五
二
年
三
省
堂
）
に
よ
っ
た
。
但
し
句
読
点

（
６
）
中
野
氏
前
掲
論
文
「
翻
刻
『
源
氏
抄
」
」
参
照
。

（
７
）
引
用
は
玉
上
琢
弥
編
「
紫
明
抄
・
河
海
抄
」
（
昭
和
四
三
年
角
川
耆
店
）
に
よ
っ
た
。
以
下
同
様
。

（
８
）
例
え
ば
『
め
の
と
の
さ
う
し
』
の
、
義
理
を
大
事
と
し
て
「
ま
づ
女
は
ふ
た
り
の
お
つ
と
の
か
ほ
を
見
ず
」
の
く
だ
り
、
源
氏

物
語
か
ら
二
夫
に
ま
み
え
た
人
物
と
し
て
藤
壺
・
浮
舟
・
女
三
宮
を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

あ
し
き
は
た
ら
き
見
え
て
あ
れ
ど
も
、
薄
雲
の
に
よ
う
院
、
御
ま
、
こ
の
源
氏
に
あ
は
せ
給
ふ
こ
と
、
こ
れ
は
み
や
づ
か
へ
に

て
た
ち
あ
ふ
こ
と
な
れ
ば
、
わ
り
な
く
こ
そ
。
つ
ゐ
に
御
心
お
ち
ゐ
て
み
え
ず
。
さ
れ
ば
や
さ
し
き
か
た
に
も
な
り
ぬ
く
し
。
又

う
き
ふ
れ
は
よ
る
べ
た
が
へ
、
ま
た
は
う
こ
ん
じ
葛
う
が
し
い
で
た
る
こ
と
な
る
べ
し
。
女
三
の
宮
ぞ
た
ま
の
語
っ
て
な
に
か
し
づ

か
れ
て
、
ち
か
づ
き
参
る
べ
き
や
う
も
な
き
に
、
は
や
し
く
、
か
る
人
～
し
く
て
、
は
し
ら
か
く
れ
の
お
も
影
も
見
え
、
し
と
ね

の
下
の
ふ
み
、
を
き
ど
こ
ろ
の
か
る
み
、
し
さ
、
か
た
み
、
と
が
に
お
と
さ
れ
給
ふ
。
そ
れ
も
し
う
を
あ
な
づ
り
参
ら
せ
て
し
い

同
様
。

の
下
の
ふ
み
、
を
妃

で
た
る
な
る
べ
し
。
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（
皿
）
引
用
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
源
氏
秘
抄
」
（
内
題
「
光
源
氏
一
部
之
歌
井
訶
」
に
よ
っ
た
。
な
お
天
理
図
書
館
蔵
『
源
語
歌
注
』

（
内
題
「
光
源
氏
一
部
之
歌
井
訶
」
）
、
神
宮
文
庫
蔵
「
源
氏
目
録
之
和
歌
」
等
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

（
皿
）
例
え
ば
、
室
町
時
代
の
作
と
思
わ
れ
る
宮
内
庁
耆
陵
部
蔵
『
源
氏
物
語
逸
文
注
解
（
雲
隠
六
帖
崖
奥
書
に
、
「
雲
隠
六
冊
光
源

氏
物
語
全
部
者
也
。
雛
然
紫
式
部
准
史
記
評
林
、
観
音
宝
殿
奉
納
之
、
誠
菩
薩
之
秘
本
、
当
寺
重
物
也
、
．
：
康
平
元
年
戊
戌
暦
正

月
日
石
山
寺
住
持
大
僧
都
信
譽
」
と
あ
り
、
ま
た
江
戸
初
期
の
神
宮
文
庫
蔵
「
源
氏
抜
耆
」
に
「
（
・
始
ハ
）
六
十
帖
に
す

ぐ
り
て
宇
治
の
宝
蔵
に
籠
ら
れ
た
り
し
か
は
（
。
今
は
）
名
を
も
智
人
ま
れ
也
。
残
る
五
十
四
帖
今
用
意
の
こ
ゞ
ろ
也
」
と
あ
る

は
稿
者
。

の
も
、
同
様
で
あ
る
。

ハヘ
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【
凡
例
一

一
上
段
に
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
「
源
氏
の
ゆ
ら
い
」
の
影
印
、
下
段
に
そ
の
翻
刻
を
掲
げ
た
。

二
巻
子
本
の
た
め
、
翻
刻
の
各
行
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
て
お
い
た
。

三
翻
刻
に
際
し
て
、
異
体
字
は
通
行
の
書
体
に
改
め
た
。

四
翻
刻
中
次
の
各
行
は
原
本
で
は
次
の
よ
う
に
書
写
さ
れ
て
い
る
。

塑
第
翠
行
目
の
「
ふ
」
「
姫
」
「
の
」
「
ん
」
の
各
文
字
は
、
文
字
の
一
部
が
科
紙
の
繋
ぎ
目
の
上
に
記
さ
れ
て
い
る
（
紙
を
継
い
だ
後
に
書
写
し
た
の
だ
ろ
う

燗
「
に
」
は
、
下
字
「
乃
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
書
く
。

Ｗ
「
毫
」
は
、
「
斎
（
？
）
」
の
上
に
重
ね
書
き
す
る
。

血
「
真
如
覚
」
は
、
下
字
「
善
如
（
？
）
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
書
く

l乳 13（ 蹄
「
り
」
は
、
下
字
「
れ
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
書
く
。

媚
「
く
、
‐
｜
の
上
に
「
か
う
」
と
重
ね
書
き
す
る
。

129

「
た
つ
き
」
は
、
下
字
「
ほ
う
し
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
書
く
。

「
い
さ
」
は
、
下
字
「
こ
の
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
、
ま
た
「
る
事
」
は
、
下
字
「
ゆ
へ
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
書
く
。
共
に
目
移
り
に
よ
る
誤
写
に
気
づ
い
て
訂
正
し
た
も
の
だ
ろ
う

よ
」
は
、
下
字
一
‐
に
」
を
擦
り
消
し
た
上
に
書
く

二
影
印
・
翻
刻

言
こ
一
二
冨
一
言
』
｜
｜
雪
言
一
三
」
言
言
一
信
一
Ｅ
二
二
一
三
一
一
一
三
三
三
一
三
言
二
二
二
三

寺
何
Ｎ
Ｆ
‐
③
⑩
ト
⑩
四

B皿

二
一
二
二
三
一
三
一
・
｜
｜
｜
｜
言
一
一
三
一
｜
｜
二
言
》
言
呂
●
…
印
一
△
｝
｝
記
目
三
一
一
言
一
一
一
一
三
』
｜
｜
弓
‐
コ
ヨ
’
一
一
一
一
一
一
三
一
一
言
冒
画
言
・
’
二
三
一
口
’
三
一
二
・
三
二
言
三
一
一
言
三
一
一

；
塞
居①二
Fさ＝

Eユー

菫
E・曼

塞
三山言

三s二
＝＝

三寸＝
＝＝

三宮
三面壱
三に昌

言一言
三N＝
＝＝

言言
』二F二
三三
=企,1=

号蕾
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十
心
１
１
今
ソ
領
？
と
為
向

一
、
ｖ
今
イ
、
〉
愛
》
蚕
”
栓
、
”
‐
（
ず
Ｊ
ザ
や
、
ぐ
●
１
１
‐
‐
吻
艸
ハ
ハ
少
《
Ｉ
Ｌ

な
ｊ
＃
脈
謝
ｊ
か
帝
八
″
ぞ
内
六

聯
伏
ｒ
腕
弓
ム
咄
制
吻
ｒ
が
う
怖

今
Ｉ
ノ
７
か
§
く
ノ
ハ
ｒ
’
川
岬
姥
暉
″
‐
１
‐
‐
沖
Ｉ
人
々
』
’
八
、
〆
“
介
叩
ｔ
、

汁
ハ
、
１
喚
父
細
の
物
倦
ｊ
排
；
‘
、
、

僻
价
の
Ｊ
〃
い p

【
翻
刻
一

源
氏
の
ゆ
ら
い

１
今
は
む
か
し
ゑ
ち
せ
ん
の
か
み
為
時

２
と
て
才
覚
ゆ
ふ
に
や
さ
し
き
は

３
む
ら
さ
き
式
部
か
父
な
れ
や
そ
の
人

４
源
氏
を
つ
く
り
出
こ
ま
か
な
る

５
こ
と
は
か
り
姫
に
か
、
せ
た
る
な
と

６
か
の
う
治
の
大
納
の
物
語
に
み
へ
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了
人
了
公
γ
択
捗
１
〃
冷
次

似
胤
ｎ
位
の
了
け
じ
腓
り
。

戎
？
沢
．
牛
虻
の
漁
γ
ｆ
７
ｖ

ｊ
ｏ
１
ｚ
俄
咋
帳
…
１
２
，
人
〃

ア
吟
〆
り
鮴
１
ｊ
畔
外
咋
シ
リ
ー
妙
字
Ｌ
卜
う
Ｉ
ｌ
ｌ
ｆ
ｊ
葱
）

ｐ
〃
ｌ
く
い の

枠

灘
生え

湊雲
、／ノ

ｊ
〃
か
Ｉ
イ
負
も
１
４
竪
堺
内
啼

ｉ
働
印
託
せ
～
く
今
で
あ
き
》

叩
父
Ｕ
ｊ
ｉ
ご
ろ
目
瓶
外
ｊ
も
イ
ュ

喝
弐
銀
咋
ぐ
ぐ
小
シ
イ
体
奉
斗
の
坐〆

牟
帥
ｔ
Ｌ
わ
Ｐ
側
て
人
汁
‐
イ
ハ

に
今
ｊ
Ｙ
似
入
笹
忌
二
風
う

ゃ
？
ソ
券
や
た
し
－
９
，
Ｊ
い
堂
ゆ

半
１
４
人
血
蒜
松
崎
１
１
（
ぱ
ゃ
く
匂
Ｉ
や
い

こ
卵
ハ
依
紙
の
豹
Ｙ
７
吟
Ⅵ
や
Ｌ
ｅ
入
小
い
、
、

、
一

斤
～
Ｊ
１
豹
患
冷
今
匁

23222120191817161514131211 10 987

た
る
は
女
の
か
く
へ
き
こ
と
な
ら
す

と
ほ
ん
ふ
の
あ
さ
き
う
た
か
ひ
也

そ
の
む
ら
さ
き
の
日
記
に
も
け
ふ

は
式
部
さ
と
に
い
て
史
記
と
い
ふ

文
よ
む
と
あ
り
内
て
ん
外
て
ん

に
く
ら
か
ら
す
天
台
一
心
三
観
の

け
ち
み
や
く
に
も
い
る
と
也
し
ゆ

む
徳
院
の
御
記
に
も
光
源
氏
の

物
語
紫
式
部
書
け
る
を
一
條
院

御
ら
ん
し
て
こ
は
ふ
か
し
き
の
も
の
そ

か
し
日
本
記
を
よ
く
し
り
た
り
と

り
ん
け
ん
あ
る
を
ね
た
み
て
や
左

衛
門
の
内
侍
の
す
け
す
な
は
ち
此

式
部
を
日
本
記
の
局
と
名
つ
け

い
ひ
し
也
此
人
は
し
め
は
た
か
つ
か
さ
殿

ま
さ
の
ふ
公
の
御
姫
み
た
う
の
く
わ
ん
」
（
第
一
紙
）

み
ち
な
か
の
北
方
に
て
ま
し
ま
せ
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今
Ｉ
排
ｉ
二
面
錫
い
く
偽
ゆ

痕
嘆
八
９
諏
峠
妙
聡
権
鵬
式
窓
／
＃
牢
ハ
ル
４

＃
７
９
１
１
仙
Ｉ
イ
か
？
ん
雌
’
て

藤
鰯
や
ｚ
拭
う
執
し
；
皇

ざ
隙
手
’
勺
Ｐ
ま
挽
牡
士

循
密
務
？
鉦
？
に
し
＃
昨
陽

了
分
咋
７
恢
娃
１
－
畠
そ

す
１
砂
？
駁
収
４
１
イ
痕

し
り
§
Ｑ
零
１
で
ム
ー
ｆ
心

ｒ
糸
二
豚
滞
街
秤
２
〃
＆
茨

今
↑
ヂ
イ
ゐ
慨
ド
イ
ー
”
朴
亨
令
了
〆一

ヂ
ノ
咋
捗
７
１
１
；
イ
マ
ケ
ゆ
ち
に

こ
い
Ｉ
６
ｖ
ｌ
吟
さ
ら
ｊ
、
小
１
勺

７
ｔ
イ
内
払
李
，
〕
わ
降
り
／
勺
Ｉ
ふ
ゆ
＆

今
や
～
ラ
ー
、
尻
か
絢
八
ら
＆
榎

＋
～
当
／
Ｉ
パ
ト
レ
ｊ
く
７
ｋ
部
『
恥
！
』

39383736353433323130292827262524

は
そ
れ
へ
ま
い
り
つ
か
へ
し
か
御
子

し
や
う
と
う
門
院
に
あ
ひ
つ
き
官

女
と
有
し
也
む
ら
さ
き
式
部
と

申
名
は
一
條
院
の
御
め
の
と
子
藤

し
き
ふ
に
て
あ
り
け
る
を
き
さ
き

へ
ま
い
ら
せ
ら
る
、
と
て
我
ゆ
か
り
也

と
い
と
も
か
し
こ
き
ち
よ
く
に
よ
り

む
ら
さ
き
式
部
と
召
れ
し
也
む

さ
し
野
ゞ
歌
の
心
と
そ
清
助

家
の
日
記
に
は
藤
式
部
と
間
ゆ
る

は
す
こ
し
ゆ
う
け
ん
な
ら
す
と
て

藤
の
ゆ
か
り
の
色
な
れ
は
む
ら
さ
き

字
を
そ
ふ
と
あ
り
又
或
説
に
此
女
五

拾
四
帖
の
そ
の
中
に
む
ら
さ
き
の

う
へ
の
御
こ
と
を
殊
に
す
く
れ
て

害
し
ゆ
へ
そ
の
名
有
と
そ
い
ひ
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§
急
恩
Ｙ
ふ
小
庇
ｖ
い

、

、
つ
ず
皇
や
１
－
、
マ
ム
リ
化
協
祇

膿
論
り
く
ｆ
秀
Ｉ
呼
Ｊ
え
峠
Ｗ
う
腓
レ
イ
ｉ
Ｉ
ｃ

つ
ｒ
ユ
う
；
診
＆
ｊ
ｒ
ｌ

７
曲
附
ｖ
ｊ
ｒ
向
い
排
Ｉ
ｆ
や
ク

？
閃
紘
ル
ハ
や
ｌ
脱
乃
伽
７
１
イ

チ
、
§

鼻
平
卑

１，
６

：
維
謝
ノ
施
’
７
〆
Ｔ
ｆ

脅
釧
幣
人

、

の
γ
叩
斜
１
編
が
湯
哩
ｊ
、
ロも

ｖ
＆
Ｌ

端
でイ
(ノと

り
矢
‐
～
儀
Ｉ
ｊ
や
、
ｊ
１
１
ハ
学
ｊ
い
ご
像
ゆ
み

Ｉ
1

妙
』

こ

；
兵

〈

げ
げ
１
ｌ
ｂ
物

西

ハ
レ
ャ
自
可；

〆

ｆ
ぴ
め

催
舌

5352 515049484746454443424140

つ
と
ふ
其
き
う
せ
き
は
お
ほ
き
町

南
京
西
の
つ
ら
東
北
院
む
か
ひ
也

か
の
寺
し
や
う
と
う
門
院
の
御
所

の
あ
と
競
そ
聞
え
け
る
さ
て
ま
た

式
部
は
か
所
む
ら
さ
き
野
、
雲

り
ん
院
ひ
や
く
（
か
う
）
院
の
南
に
て

小
野
、
高
村
は
か
の
に
し
さ
れ
は
」
（
第
二
紙
）

む
ら
さ
き
式
部
名
も
そ
の
ほ
と
り

の
ゆ
う
閑
に
兼
て
心
や
し
め
け
ん

と
せ
う
よ
う
院
の
の
給
ふ
也
此
物

語
の
ほ
っ
た
ん
は
西
宮
の
左
大
臣
高

明
公
と
申
せ
し
は
だ
い
ど
の
御
子

に
て
を
わ
し
ま
す
か
紫
式
部

お
さ
な
き
よ
り
い
つ
く
し
き
物
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ィ
人
つ
る
イ
の
十
十
、
ぢ
ぐ
が
‐
側
敦

４
レ
ト
：
Ｉ
ゆ
ｆ
ｒ
る
牛
卜
曹

坊
〃
ハ
ｘ
談
脱
ｊ
イ
閲
１
１
恥
や

今
火
傷
ｌ
旅
さ
談
哲
？
紗
（
勝
平

仙
ｆ
Ｉ
Ａ
ｆ
戎
僻
岐
〆
ｊ
や
４

〃
ｊ
ｆ
ｐ
ｔ
Ｉ
ｊ
入
４
〃
２
に

怖
い
ハ
イ
勾
寸
ｊ
け
あ
Ｔ
了
う

ｊ
し
し
ｊ
い
へ
噌
乞
麺
脈
坪
ヤ
マ
ノ

猶
，
急
午
Ｉ
典
鋤
”
ｉ
三

、
ｊ
ｒ
」
、
、

，
．〃

舟
Ｉ
ｊ
７
ｊ
仮
ふ
り
ｉ
く
み
入
悠
γ

赦
罪
ハ
望
》
や
か
こ
み
靴
イ
リ
茅
ｊ
け
く
穴

や
１
１
ア
ハ
や
紗

ノ

参
ら
“
〃
Ａ
か
一
心
心
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
蛤
亀
乱
酔
Ａ
Ｉ
レ
イ
Ｊ
Ｌ
１
よ
ご
ゾ
Ｌ

Ａ
￥凪

７
１
，
６
，
Ｌ
＃
～
い
て
よ
』
ツ
ヤ
イ
ハ
捲

隆
ｊ
爪
Ｊ
１
祇
甥
ハ

つ
ゐ
叩
Ｊ
１
、
ｒ
，
／

ト
ー
ハ
が
卯
ｉ
ｊ
ノ
欠
呼
～
１
忽

疵
了
～
侭
防
除
拳
１
鼎
７
か
７
１
１

ふ
て
１
わ
れ
脇
ｖ
ｌ
今
炉

之
Ｙ
γ
分
と 王

7069686766656463626160595857565554

に
て
う
あ
ひ
浅
か
ら
さ
り
つ
る
に

を
も
ひ
の
ほ
か
に
か
の
お
と
魁
た

さ
い
の
そ
つ
に
う
つ
さ
れ
て
ち

む
せ
い
へ
座
せ
ん
し
給
ふ
を
式
部

か
な
し
き
こ
と
に
し
て
ふ
か
き
恩
ひ

紫
の
し
た
に
こ
か
れ
て
な
け
く
比

て
ん
り
や
く
の
女
十
宮
せ
ん
し
内
親

王
と
申
せ
し
か
か
も
よ
り
を
り
い
さ

せ
給
ひ
大
斎
院
に
て
ま
し
ま
す
か

く
わ
ん
こ
う
の
き
斎
宮
へ
さ
る
へ
き
草

紙
た
ま
ひ
て
夜
つ
れ
Ｉ
、
ま
き
れ

侍
ら
ん
と
御
せ
う
そ
こ
の
有
け
る
を

世
に
ふ
る
ひ
た
る
は
い
か
、
せ
ん
珍
し

か
ら
ん
一
ふ
し
を
式
部
そ
こ
に
と
も

か
く
も
は
か
ら
い
て
よ
と
お
ほ
す
れ
は

つ
ゐ
て
よ
き
こ
と
に
し
て
高
明
公
の

御
こ
と
を
さ
い
し
や
う
さ
ん
け
に
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７
忽
ｉ
ｆ
ム
Ⅷ
イ
ト
‐
’
わ
Ｉ
小
妙
ろ

Ｉ
凡
そ
ｌ
ム
叩
く
膠
刃
玲

永
↓
』
Ｉ
ハ
浄
赤
、
鹿
足
や
八
１
百

妙
Ｔ
ｌ
わ
ゆ
イ
ム
邪
式
？
龍
雌
喚
と

は
る
ト
リ
公
今
丁
椛
１
Ｌ
、
７
９
へ

て
な
茶
の
訳
か
〃
ｉ
＃
今
脚
や
１

旗
人
細
を
貯
陞
峡
１
４
峰
堂
で
笹

γ
Ｉ
や
直
１
４
卒
了
ｉ
Ｙ
７

手
ｘ
ｊ
蜜
Ｘ
談
Ｊ
で
叩
て
ず

糸
抄
Ｉ
ｋ
ｆ
Ｉ
Ｋ
吟
へ
Ｉ
？

（
ｆ
Ｉ
Ｙ
ｒ
も
Ａ
向
い
と
盟

峨
や
１
号
倉
恥
１
省
ず
皐
俄

の
予
寺
７
６
０
小
↑
人
子
津

氷
誤
世
坪
八
？
Ａ
河
岸
Ⅷ
で
’
わ
〕

井
Ｊ
く
あ
Ｘ
Ｉ
７
ぐ
ｒ
１
イ
与
加
略
丁
〃
吟
ｉ
ｌ

こ
佛
剛
涼
へ
で
た
鬼
ら
１
式
挺
？

86858483828180797877767574737271

か
、
は
や
と
ま
つ
石
山
に
ま
い
り
つ
、

事
し
や
う
し
ゆ
の
き
せ
い
し
て
七
日
」
（
第
三
紙
）

参
籠
し
た
り
し
に
比
は
八
月
十
五
よ

の
名
月
こ
す
い
に
う
つ
る
ひ
て
千
里

の
ほ
か
も
く
ま
な
き
に
書
へ
き
草
紙

の
品
Ｉ
、
式
部
か
む
ね
に
う
か
ひ
た
り
誠

に
観
世
お
ん
ほ
さ
つ
の
御
り
し
や
う

そ
と
あ
り
か
た
く
て
忘
ぬ
さ
き
に

と
佛
前
の
は
ん
に
や
の
う
ら
を
ひ
る

か
へ
し
ま
つ
す
ま
あ
か
し
を
害

し
也
是
に
よ
っ
て
須
磨
の
巻

に
こ
よ
ひ
は
十
五
夜
也
け
り
と
思
召

出
て
と
あ
り
そ
れ
よ
り
前
後
を

つ
く
り
そ
へ
六
十
帖
に
と
、
の
へ

て
き
斎
の
宮
へ
た
て
ま
つ
り
し

権
大
納
言
行
成
に
清
書
を
せ
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九十一文芸資料研究所所蔵『源氏のゆらい」解題・影印翻刻

ｊ
’
八
Ｊ
全
諦
Ｊ
次
ｖ
ｊ
ｊ
Ｋ

３割
よ
曇
Ｉ
璽
了
ｌ
と
ｌ
ぼ
く

Ｊ舟
山
ｊ
汁
７
Ⅱ
ｒ
ｋ
盲
，
偽
略
り
１
４
秒
今
武
者
の

Ｙ
＄
８
島
７
く
塁
マ
ー
警
止
人

争
い
の
臆
１
７
小
や
ｉ
，
‐
‐
１
４
碇

俄

Ｐ

’
て
ら
り
ハ
マ
ー
ネ
や
Ｉ
イ
４

ｆ
４
Ｔ
八
肺
今
紛
イ
今
谷
了
八

ゑ
仰
Ｉ
忽
今
６
？
１
Ａ
恥
じ
、

γ
小
当
や
‐
く
γ
入
陵
従
墓
Ｙ

γ
を
上
る
ｌ
ｆ
々
齢
↑
渦
ｈ
Ｉ

ｌ
‐
厳
４
１
Ｊ
？
〃
や
８
や
‐
シ

Ｚ
史
帯
女
ｆ
イ
典
累
ｊ
ノ
穴

ｆ
む
て
任
じ
鳶
公
脅
齢
＃

す
や
－
４
っ
Ｊ
１

ゾ
黍
疏
や
、

吻
半
１

ウ
似
Ｖ
ｊ
ｋ
争
紳
‐

ｊ
や
ｊ
筆
人
凱
砕
Ａ
ｕ

・
・
・
守今

↓
ハ
ｖ
八 陵

lO21011M99989796959493929190898887

さ
せ
て
法
性
寺
の
入
道
殿
の
を
く

書
に
て
大
斎
院
へ
ま
い
ら
せ
ら

る
ゞ
事
じ
や
う
し
ゆ
の
そ
の
後

に
は
ん
に
や
一
部
を
む
ら
さ
き

式
部
一
筆
に
し
よ
し
や
し
つ
、

ほ
う
な
う
し
奉
る
よ
し
よ
し
成
公
の

か
、
い
に
も
く
は
し
く
し
る
し
置
給
す
へ

て
此
む
ら
さ
き
式
部
は
く
わ
ん
お
ん

さ
っ
た
の
け
し
ん
に
て
女
人
の
り
ん

ゑ
浅
か
ら
ぬ
く
か
い
の
ま
と
ひ
を
す
ぐ

は
ん
と
し
ゃ
う
ぐ
ぼ
だ
ひ
の
光
を
や
は
ら

げ
ぜ
、
し
ゆ
し
や
う
の
に
こ
り
に
し

み
塵
に
ま
し
は
り
給
へ
と
も
あ
ら
ゆ
る
」
（
第
四
紙
）

君
子
五
常
の
道
ま
て
し
や
く
も
ん
の

五
か
い
の
法
も
さ
ら
に
閉
み
、
と
を
ふ

し
て
ぐ
ち
の
心
に
入
か
た
し
そ
れ
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た
つ
ね
て
し
ら
ん
に
も
女
は
人
に
う

と
く
し
て
智
者
上
人
に
も
ち
く

せ
れ
は
諸
行
無
常
の
い
は
れ
を
も

是
し
や
う
め
つ
法
の
こ
と
は
り
を
も
な

に
と
し
る
へ
き
た
よ
り
な
し

莚
を
佛
の
御
じ
ひ
に
て
か
り
に

女
の
か
た
ち
也
た
や
す
き
や
ま
と

こ
と
葉
に
て
れ
ん
ほ
あ
い
し
う

ま
う
け
ん
の
飛
花
落
葉
の
な
か
め

よ
り
お
ろ
か
な
る
を
も
お
の
つ
か
ら

ま
こ
と
の
み
ち
に
お
し
へ
入
君
臣

師
弟
父
子
ふ
う
ふ
ほ
う
ゆ
う
の
仁

義
礼
智
信
ま
た
は
生
死
の
う

ゐ
て
ん
べ
ん
し
や
う
す
い
ふ
ぢ
や
う

あ
は
れ
を
し
ら
せ
そ
れ
よ
り
實

－7ワー
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九十一文芸資料研究所所蔵『源氏のゆらい」解題・影印・翻刻

桐
？
通
の
為
、
童
、
永
有
砿
－
ず

、
非
４
作
で
、
乃
呼
，
不
ｉ
》

恢
班
予
曝
Ｉ
亭
り
多
ｌ
幟
約
溌

つ
一
〈
惟
彼
ｆ
み
坪
卜
ソ
イ
ハ
守

除
多
志
ｌ
Ｔ
虹
ぞ
↑

し
〃
宮
に
や
み
公
鵬
朧
掛
聡
一
了

工
》
ｊ
ｌ
Ｙ
；
Ｐ
１
斗
Ｉ
ふ
る
、
ｊ
公

器
‐
ｒ
～
似
て
？
今
＃
７
吟
ｒ
仏
笏

ｆ
ｋ
Ｉ
汎
瀞
子
羊
ｉ
旗
で
倉
人

縫
Ｉ
ｉ
７
灰
の
人
凡
て
が
苧
曳
く

す
今
ｆ
ｌ
Ｘ
膜
や
１
止
晶
み
ぬ
。

野
か
む
俺
素
人
Ｉ
Ｆ
聿
了
成
似
と
《

や
財
Ｉ
ド
１
つ
一
『
何
峠
小
し
側
《
〆
銚
Ｊ
１
ｊ
“
於
〆
《
〆
つ

陵
吟
Ｉ
；
か
叱
猷
ｊ
松
寡
Ｔ
Ｉ
ハ

や
人
菰
Ｉ
ラ
＆
の
，
肌
Ｉ
瓜

を
人
舛
ツ
ゲ
く
蝋
ず
ふ
１
脚
で

l33132131130129128127126125124123122121120119118

相
中
道
の
有
門
空
門
亦
有
亦
空

門
非
有
非
空
門
の
四
も
ん
に
も
心

を
よ
せ
ん
な
か
た
ち
と
て
此
物
語

の
六
拾
帖
す
な
わ
ち
て
ん
だ

い
の
六
十
巻
に
へ
う
せ
る
也
た
や

お
ほ
か
た
に
間
人
の
源
氏
は
こ
う
」
（
第
五
紙
）

し
よ
く
は
か
り
に
て
女
の
み
る
へ
き

事
な
ら
す
と
い
へ
る
は
こ
、
ろ
あ

さ
き
也
礼
義
を
た
、
す
四
書
五

経
に
も
な
を
ゐ
ん
ら
く
の
こ
と
を

害
し
か
る
に
い
ん
の
ち
う
王
は
た
つ
き
が

い
さ
む
る
事
に
よ
り
し
う
の
ゆ
う
王
は

ほ
う
し
か
こ
の
む
ゆ
へ
に
ま
か
す
ゑ
つ

の
こ
う
せ
ん
こ
此
う
れ
へ
た
う
の

げ
ん
宗
は
く
わ
い
の
か
な
し
ひ

是
み
な
い
ん
よ
く
ふ
た
う
に
よ
っ
て
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１
１
１
１
秀
卜
Ｌ
ｖ
６
の
ツ
〆
吻
ん
祁
咋
今
埼
哩
睡
！
〉
ｒ
ｌ
ｌ
へ

ｆ
季
民
蜂
あ
わ
Ｊ
Ｉ
Ｊ
承
い
み
↓

て
い
？
野
営
ら
を
夕
丁
イ
｜
夏
Ｔ
Ｉ

。
〃
儲
Ｉ
豫
蝋
印
ｌ
爽
（
や
１

忽
ｒ
ｌ
ウ
ー
ム
バ
勿
１
斗
あ
る
１

Ｊ
か
今
～
１
打
ｉ
今
肛
荻
記
姉

ン
？
跳
仙
洲
Ｊ
皐
肪
や
丁
の
、
～
諺
に
忙

甲
〃
～
今
分
総
の
’
ん
神
内
弁
１
Ａ
ふ

角
払
矛
〃
Ｑ
い
て
Ｊ
１
久
惚
峰
４
吟
心

へ
・
す
方
〃
Ｉ
ノ
今
ｊ
加
縊
Ｕ
１
１
吋
、
に

て
ワ
側
の
”
小
心
ハ
ー
イ
ム
俳
刃
と
ｊ

き
ふ
砿
１
１
ム
ヂ
ｊ
ｙ
ｌ
‐
一
〃
ケ
＃
心

ｆ
ｌ
家
の
ヤ
ム
壁
了
《
ノ
了
小

１
巻
や
Ｉ
け
１
１
Ｖ
言

や
卜
而
吋
を
↓
き
ふ
入
き

り
り
ふ
″
旅
討
Ｊ
奴
も
り

匂
守
！
ｒ
岬
咋
冬
介
噌
心
：
１
４
人
Ｌ
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ひ
さ
し
か
ら
す
さ
る
い
ま
し
め
也

此
物
語
も
な
を
同
し
か
の
ほ
そ

殿
に
あ
く
か
れ
出
し
を
ほ
ろ
月

よ
に
し
く
も
の
も
な
き
露
の

か
り
枕
行
衛
は
須
磨
の
う
ら
み
と

な
る
し
ん
殿
の
か
ら
ね
の
な
か
き
き

つ
な
を
ひ
き
い
て
し
侍
従
か
く
い
の

八
千
度
も
か
へ
ら
ぬ
む
か
し
か
た
り
に

て
い
つ
の
時
に
か
い
ひ
は
て
ん
身
を
う

き
舟
の
よ
る
へ
を
も
し
ら
て
た

た
よ
ふ
水
の
あ
わ
の
き
え
か
へ
り
に

し
世
の
う
ら
み
つ
ら
し
と
い
ふ
も

あ
ま
り
あ
り
是
ま
た
心
か
ろ
き

に
て
我
身
を
た
も
た
ぬ
た
め

し
そ
と
の
ち
の
女
の
を
し
へ

也
又
空
蝉
の
あ
ま
衣
ひ
と
へ
に
」
（
第
六
紙
）

て
い
ち
よ
の
み
ち
を
た
て
三
夫
に
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ぐ
ノ
パ
物
ｉ
勝
，
い
う
ｆ
昨
註
従

鯵
へ
，
〃
‐
い
》
ｆ
へ
一
諭
加
”
ハ
ハ
小
訓
‐
Ｉ
ｊ
Ｙ
Ｌ
ｕ
一
羽
』
ｒ
１
ノ
》
″
●
、
Ａ
野
＆
マ
ー
ノ
し

（
７
分
４
才
紗
弼
ふ
れ
歌
脱

優
予
ち
み
虻
？
ツ
ー
作
り
ふ
く

い
け
魚
哲
峨
７
＃
げ
く
↑
い

き
ぁ
’
ぬ
っ
血
釜
ｆ
Ｉ
学
１
１
Ｊ

手
も
く
い
γ
／
〆
心
入
腓
リ
ー
ム

↑
臘
姓
忍
令
ｂ
易
限
ん
Ｉ
、

ｖ
Ｉ
ア
ハ
ｊ
Ｊ
を
四
▽
・
好
い
や
Ｌ
イ
〃
叩
ｌ
‐
畔
‐
３
』

ず
肌
て
ぶ
す
今
－
．
１
亀
１
１
肋
べ

１
１
、
り
１
１
３
わ
～
仇
年
胸
１
４
毛

聯
＃
わ
Ｉ
蝋
戒
列
（
ん
そ
ソ
当
凱

１
１
つ
ｚ
約
弘
や
奇
１
Ｊ
折
り
ｔ
穀
ぞ
ぐ

〃
２
１
人
７
Ｔ
４
い
仏
噌
龍

②
リ
ノ
ね
イ
７
今
１
１
燃
料
ほ
誰
賜
ほ
り

久
ｒ
ト
ク
次

壮
愉捜

ｎ
Ｊ
糸
泌
ｆ
Ｉ
刈
卜
ｌ
卜

亘
一

八
Ｔ
４
ｆ
く
い
少
や
シ
劃
ぞ
版
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ま
み
え
ぬ
心
さ
し
誰
か
は
是
を

ほ
め
さ
ら
ん
さ
て
か
の
う
す
雲
女
院

は
一
夜
の
ま
と
ひ
よ
り
身
を

う
き
物
に
お
も
ひ
こ
り
御
世
を

そ
む
き
給
ひ
し
も
是
ら
そ
ま
こ
と

の
け
ん
ち
よ
な
る
朝
か
ほ
の
斎
院

の
を
り
ゐ
の
の
ち
も
い
つ
と
な
く

い
つ
き
の
宮
を
か
こ
と
に
て
な
ひ

き
給
は
い
つ
れ
な
さ
も
げ
に

た
く
い
な
き
心
か
な
さ
て
ま
た

う
治
の
大
君
の
わ
か
身
に
か
へ
て

は
ら
か
ら
を
恩
ひ
の
や
み
に
か
き

く
れ
て
此
世
を
は
や
う
し
給
ふ

も
い
か
て
か
あ
は
れ
浅
か
ら
ん
是

皆
善
あ
く
ふ
た
つ
の
道
を
は
き
ま

ゑ
よ
と
の
い
さ
め
な
り
も
つ
と
も
女

の
ま
ね
は
ん
に
佛
法
世
法
の
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丁
升
Ｉ
今
々
Ｉ
形
Ｉ
め
汗
Ｍ
駅
Ｙ

ハ
ｒ
ｆ
か
を
一
節
‐
に
７
ゑ
ふ
岬
人

Ｉ
土
γ
卜
少
イ
Ｌ
へ
７
○
？
Ｇ
蔭
幻
へ
季
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、
ｌ
ｊ
ｇ

Ｉ
７
Ｉ
こ
菅
恒
伽
勺
１
４
～
ふ
艇
の
豹
ｔ

〃
於
泌
ト
タ
ハ
咳
γ
Ｉ
ィ
‐
こ
ふ
ｊ
Ｊ
３
４
ハ

耐
呼
の
幸
一
Ｉ
上
哩
外
ｔ
ノ
“
御
に
幼
″
↑
β
耐
る

ル
ｊ
Ｚ
下
１
，
分
零
、
い
ゞ
ｚ
人
ケ
舛
詐

十
一
万
ふ
え
ｆ
肺
ｊ
Ｔ
ｊ
伽
払
砿
了
ｌ
１
ｌ

到

冬
く
ｊ
ｌ
Ｌ
ｉ
７
小
今
ん
く
‐

Ｚ
ハ
ｆ
艮
号
へ
シ
～
ぬ
１
１
画
え
伐

昨
一
せ
る
段
ヤ
ォ
＃
八
Ｊ
１
シ
ｉ

、

峰
リ
省
奴
作
Ｖ
↓
媒
Ｉ
Ｊ
Ｉ
み
Ｉ
ｊ
い

、 望
が
喝
〃
－
１
＄
ム
ハ
河
訓
い
吟
し
原
雌
ｉ
や
鈴
他

人
按
脈
吟
１
１
～
り
し
泥
″
Ｌ
豚
雁
酸
仏
領
〃
心
Ｉ
ｌ

ｒ
う
ゼ
ホ
ｏ
毎
き
Ｉ
″
Ｌ
，
亀
ｆ
を
人
”
〃
し

γ
矛
駒
ぞ
す
烏
Ｉ
わ
ｒ
４
Ｉ
カ
ー
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み
ち
し
る
へ
何
か
は
是
に
ま
さ
る

へ
き
こ
と
は
は
こ
う
し
の
春
秋
に

よ
せ
心
は
さ
う
し
が
く
う
け
ん
に
て

い
つ
れ
の
御
と
き
に
か
と
た
、
お

ぼ
を
ぼ
と
書
出
し
あ
る
に
も
あ
ら

す
な
き
に
も
あ
ら
い
は
、
木
、

の
こ
と
葉
を
一
部
に
わ
た
る
か
ん

し
ん
に
て
う
た
か
た
夢
の
う
き
」
（
第
七
紙
）

は
し
と
害
な
か
し
た
る
毫
の
あ
と

は
な
は
た
ひ
ろ
く
そ
こ
ふ
か
し
さ
れ
は

佛
の
三
し
ゆ
の
せ
つ
法
ほ
さ
つ
の
ろ
く

と
し
や
く
も
ん
の
四
た
い
え
ん
か
く
の

十
二
ゐ
ん
え
ん
ま
て
み
な
此
こ
と
に

さ
と
ら
し
む
ま
こ
と
に
じ
ん
ｌ
、

み
め
う
也
思
へ
は
Ｉ
～
ふ
し
き
也
此

代
一
世
の
事
な
ら
し
と
か
も
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〃
今
、
分
？
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＋
１

粁
静
、
く

せ
る
ゑ
い
が
い
ｉ
ラ
ー
劣
り
《
１
刈
獅

掴
峻
を
い
』
今
１
１
条
』
（
〃
塘
睡
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々

六
窟
畠
灰
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令
写
噂
制
期
そ
荻

人
が
催
餅
；
ｊ
ハ
い
え
９
４
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一
彦
１
γ
れ
え
”
ら
↓
△
吟
ｆ
（
物

付
ら
〃
心
え
小
の
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４
や
Ｉ
齪

士
ｇ
ｒ
土
で
六
石
十
令
令
イ
付
’
１
つ

洲
ｊ
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Ａ
年
Ｉ
俳
少
、
γ
〃
と

ム
ア
他
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げ
４
で
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ハ
リ
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４
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い
Ｉ
人
マ
ヰ
ハ
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邪
ｆ
幻
下
て
付
Ⅷ

レ
ゥ
ー
か
予
試
令
舛
風
物
影
人

要
隣
押
〃
わ
！
’
ざ
γ
７
１
乃
Ｉ
皇
と、

ｌ
Ａ
ｒ
ｒ
洪
〆
・
ｒ
ｔ
’
ず
し
タ
キ

今
ノ
ャ
人
て
ｒ
り
Ｉ
ろ
〃
７

了
や
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り
く
次
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の
長
明
か
ん
に
た
へ
す
俊
成
卿

六
百
番
の
歌
合
の
其
判
に
も
歌

人
の
源
氏
み
さ
ら
ん
は
い
こ
ん
の
事
也

と
そ
か
、
れ
た
る
く
わ
ん
こ
う
の
初

つ
く
り
出
元
和
の
け
ふ
に
い
た
る
ま

て
を
よ
そ
六
百
十
余
年
時
う
つ

り
こ
と
さ
れ
と
も
代
ノ
ー
け
ん
王

知
臣
い
つ
れ
か
せ
う
ひ
し
給
さ
る

い
は
ん
や
女
の
身
と
な
り
て
何

お
ろ
そ
か
に
思
ふ
へ
き
此
物
語
に

心
を
か
け
あ
し
き
を
は
あ
し
き
と

し
り
よ
き
を
は
よ
き
と
心
へ
て

く
わ
ん
せ
ん
て
う
あ
く
し
給
は
、

神
明
佛
た
の
お
ふ
こ
な
か
く
此

世
の
ゑ
い
花
と
こ
し
な
へ
に
終
は

り
や
う
ぜ
ん
じ
や
つ
か
う
の

_ワワー
イイ
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ｉ
Ⅱ

203202201200

妙
法
蓮
華
の
う
て
な
の
う
へ
に

真
如
本
覚
し
ゆ
せ
う
妙
楽
夢
」
（
第
八
紙
）

夢
う
た
か
ひ
あ
る
へ
か
ら
す
と
ぞ

（
以
下
余
白
）
」
（
第
九
紙
）
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